
1989年出上の末簡

大
阪
。
大
坂
城
跡
①

ｌ
　
所
在
地
　
　
　
一　
大
阪
市
中
央
区
森
ノ
官
中
央
二
丁
目
、
二

大
手
前
四

丁
日
、
三

谷
町
三
丁
目
、

四

谷
町
二
丁
目
、　
五

内
本

町
二
丁
目
、
六

徳
井
町
二
丁
目
、
七

天
満
橋
京
町
二
丁

目
、
八

北
浜
東
二
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
・三
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
一
〇
月
、

二
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
四
月
―

一
〇
月
、　
四

一
九
八
九
年
三
月
卜
四
月
、

五
　
一
九
八
九
年
五
月
ｉ
七
月
、
六
　
一
九
八
九
年
六
月
ぞ

八
月
、
七
　
一
九
八
八
年
四
月
？
五
月
、
八
　
一
九
八
九
年

二
月
ｉ
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
働
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
一　
官
木
佐
知
子
　
一
一
森
毅

・
南
秀
雄
　
一二
・
七

黒
田

慶

一
　
四

藤
田
幸
夫

・
西
畑
佳
恵
　
五

鈴
木
秀
典

一ハ
伊
藤
純
　
八

松
尾
信
裕

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
郭
跡

・
城
下
町
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
桃
山
時
代
を
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一
九
八
九
年
度
の
調
査
で
木
簡
が
出
上
し
た
調
査
は
六
件
で
あ
る
。
こ
の
内
、

二
件
に
つ
い
て
は
未
整
理
の
た
め
、
残
り
四
件
と

一
九
八
八
年
度
の
調
査
で
は

あ
る
が
、
未
報
告
で
あ

っ
た
四
件
を
合
わ
せ
て
報
告
し
た
い
。

一　
江
戸
時
代
与
力
同
心
屋
敷
跡

（ｏ
ｓ
八
九
十
八
九
次
調
査
）

調
査
地
は
豊
臣
氏
大
坂
城
で
は
三
の
九
内
、
徳
川
氏
大
坂
城
で
は
与
力
同
心

屋
敷
に
相
当
す
る
場
所
で
あ
る
。
木
簡
は
機
械
掘
削
の
残
土
処
理
中
に
出
土
し (大阪東北部二万五千分の一)



た
た
め
、
時
期
を
明
確
に
で
き
な
い
が
、
周
辺
部
で
江
戸
時
代
の
小
土
坑
な
ど

が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
可
能
性
が
つ
よ
い
。

一
一　
江
戸
時
代
城
代
家
臣
屋
敷
跡

（Ｎ
ｗ
八
八
十
一
次
調
査
）

調
査
地
は
、
八
七
年
よ
り
三
箇
年
の
計
画
で
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
五
世
紀

代
の
大
型
倉
庫
群

。
前
期
難
波
官
の

「大
蔵
」
と
も
推
定
さ
れ
て
い
る
倉
庫
官

衛

・
豊
臣
氏
大
坂
城
の
大
名
屋
敷
と
三
の
九
の
遺
構
な
ど
が
重
複
し
て
見
つ
か

っ
て
い
る
場
所
で
、
江
戸
時
代
に
は
、
大
坂
城
の
す
ぐ
西
南
に
当
た
る
大
坂
城

代
の
家
臣
屋
敷
に
な

っ
て
い
る
。
報
告
の
木
製
造
物
は
、
こ
の
城
代
家
臣
屋
敷

２
異
手
に
な
る
と
推
定
さ
れ
る
場
所
に
あ
る
長
辺

一
一
ｍ
、
短
辺
四
ｍ
、
深
さ

三
ｍ
の
上
坑
よ
り
出
上
し
た
。
こ
の
上
坑
は
、
最
終
的
に
は
ゴ
ミ
が
投
棄
さ
れ

て
埋
ま
っ
て
お
り
、　
一
九
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
の
多
量
の
陶
磁
器
に
加
え
て
、

フ
イ
ン
ボ
ト
ル
や
第
等
の
ガ
ラ
ス
製
品
も
伴
出
し
た
。

周
辺
の
屋
敷
群
は
、
当
時

「五
軒
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
七

〇
Ｏ
ｉ
八
〇
〇
坪
程
度
の
敷
地
を
有
し
、
城
代
配
下
の
中
堅
か
ら
上
級
の
武
士

た
ち
が
居
住
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
墨
書
の
あ
る
木
製
遺
物
を
出
上
し
た

土
坑
の
あ
る
屋
敷
地
で
は
、　
建
物
な
ど
は
検
出
し
て
い
な
い
が
、　
こ
の
西
約

一
〇
〇
ｍ
で
は
、
文
久
三
年

（
一
八
杢
こ

の
大
火
で
焼
失
し
た
と
推
定
さ
れ
る

「
五
軒
屋
敷
」
の
建
物
群
な
ど
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

②
の
木
札
と
①
の
蒸
籠
に
書
か
れ
た

「穂
積
」
は
同

一
人
物
で
、
天
保
四
年

（
一
全
一〓
０
頃
、
調
査
地
の
場
所
に
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
穂
積
喜
左

衛
門
は
三
河
吉
田
藩
の
藩
上
で
、
天
保
二
ｉ
五
年
の
間
、
大
坂
城
代
を
務
め
た

藩
主
松
平
伊
豆
守
信
順
に
し
た
が
っ
て
大
坂
に
来
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
『浪

幸
御
役
録
』
（大
阪
城
天
守
閣
蔵
）と
い
う
役
人
リ
ス
ト
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
木
製
遺
物
に
よ
っ
て
、
居
住
し
た
屋
敷
の
場
所
ま
で
特
定
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
吉
田
藩
の
家
臣
の
役
職
を
記
録
し
た
「従
古
代
役
人
以
上
寄
帳
」

に
よ
れ
ば
、
天
保
四
年
当
時
の
穂
積
喜
左
衛
門
は
八
代
目
の
英
彦
で
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

⑭
の
蓋
に
書
か
れ
て
い
る

「三
九
郎
」
、
⑤
の
「嘉
清
」
な
る
人
物
に
つ
い
て

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

〓
一　
豊
臣
氏
大
坂
城
跡

（ｏ
ｓ
八
九
十
九
〇
次
調
査
）

本
調
査
は
地
下
鉄
谷
町
四
丁
目
駅
の
新
出
口
建
設
に
伴
う
も
の
で
、
現
在
の

谷
町
筋
の
東
側
歩
道
を
調
査
地
と
す
る
。
谷
町
筋
は
岡
本
良

一
氏
に
よ
っ
て
豊

臣
氏
大
坂
城
の
三
の
丸
の
西
外
郭
ラ
イ
ン
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
現
道
路
下
約

二
・
五
ｍ
で
厚
さ

一
〇
イ
ニ
Ｏ

ｃｍ
の
炭
層
（雨
水
な
ど
で
移
動
し
再
堆
積
し
た
も
の
）

が
検
出
さ
れ
た
。
木
簡
三
点
は
こ
の
炭
層
か
ら
の
出
上
で
、
共
伴
遺
物
と
し
て

一
六
世
紀
末
以
前
の
陶
磁
器
片
と
墨
書
木
製
品

一
点
、
本
層
に
よ
っ
て
埋
め
ら

れ
た
土
坑
か
ら
金
箔
押
瓦
が
出
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
層
上
面
に
厚
さ
二
〇

ｃｍ
以
上
の
整
地
上
が
盛
ら
れ
、
そ
の
整
地
層
を
掘
り
込
ん
で
西
面
す
る
南
北
石

列
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

四
　
豊
臣
氏
大
坂
城
跡

（ｏ
ｓ
八
八
十
一
二
一
次
調
査
）

調
査
地
は
豊
臣
氏
大
坂
城
の
推
定
三
の
九
に
当
た
る
、
谷
町
筋
に
面
し
た
場

所
で
あ
る
。
三
の
丸
は
秀
吉
没
年
の
慶
長
三
年

（
一
五
九
八
）
に
築
造
さ
れ
た
も



1989年出上の木簡

の
で
あ
り
、
三
の
丸
造
成
を
境
と
し
て
町
屋
が
武
家
地
に
変
化
す
る
例
が
多
く

確
認
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

調
査
で
は
、
慶
長
二
〇
年

（
一
六
一
五
）
の
大
坂
夏
の
陣
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
焼
土
層
よ
り
下
で
、
二
面
の
遺
構
面
を
確
認
し
た
。
木
簡
が

出
土
し
た
の
は
、
そ
の
下
層
遺
構
か
ら
で
あ
る
。
検
出
さ
れ
た
遺
構
は

一
辺
約

二
ｍ
の
不
整
形
の
上
坑
群
で
い
ず
れ
も
ゴ
ミ
穴
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
の
一

つ
か
ら
多
量
の
木
製
品

。
陶
磁
器

・
鋳
型
な
ど
に
伴

っ
て
木
簡
が
出
土
し
た
。

共
伴
す
る
陶
磁
器
の
年
代
観
か
ら
、
木
簡
は
三
の
丸
造
成
以
前
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

五
　
徳
川
氏
大
坂
城
下
町
屋
跡

（ｏ
ｓ
八
九
十
一
九
次
調
査
）

調
査
地
は
江
戸
時
代
に
最
も
栄
え
た
通
り
の
一
つ
で
あ
る
本
町
通
り
に
面
し

て
い
る
。
⑪
の
荷
札
は
豊
臣
氏
大
坂
城
期

（
三
ハ
世
紀
末
）
の
上
坑
か
ら
出
上
し

た
。
②
は

一
八
世
紀
初
め
ご
ろ
の
陶
磁
器
と
共
に
ゴ
ミ
穴
か
ら
、
③
も
同
時
期

の
多
量
の
陶
磁
器
と
共
に
丼
戸
か
ら
出
上
し
た
。
②
Ｏ
は
出
上
位
置
や
共
伴
し

た
遺
物
か
ら
、
富
裕
な
町
人
の
屋
敷
で
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
は
木
釘
の
孔
な
ど
か
ら
浅
い
箱
状
の
道
具
の
一
部
で
、
②
は
蓋
板
も
し
く

は
底
板
、　
①
は
側
板
と
み
ら
れ
る
。　
両
者
は
大
き
さ
な
ど
か
ら
別
個
体
の
一

部
と
判
断
で
き
る
。
生
玉
大
明
神
は
現
在
、
天
王
寺
区
生
玉
町
に
あ
る
生
国
魂

（い
く
く
に
た
ま
）
神
社
の
こ
と
で
あ
る
。　
こ
の
神
社
は

『
日
本
書
紀
』

『
延
喜

式
』
に
も
記
載
が
あ
り
、
中
世
以
前
は
現
大
阪
城
付
近
に
鎮
座
し
て
い
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

一ハ
　
徳
川
氏
大
坂
城
下
町
屋
跡

（ｏ
ｓ
八
九
―
四
一
次
調
査
）

木
簡
は
大
坂
夏
の
陣

（
一
六
一
五
）
以
降
に
整
地
さ
れ
た
地
層
を
掘
り
込
ん
で

つ
く
ら
れ
た
井
戸

（深
三
二
・
五
じ

の
埋
土
か
ら
出
上
し
た
。
出
上
し
た
遺
物

か
ら
江
戸
時
代
前
半

（
一
七
世
紀
中
ど
後
半
）
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
木
簡
は
付
札
で
、
表
に
は
荷
の
名
称
と
量
を
記
し
、
一異
に
は
納
入
者
の

名
前
を
記
し
て
い
る
。

ま
た
、
図
に
示
し
た
よ
う
な
木
製
の
定
規
も
出
土
し
た
。
遺
存
し
て
い
る
部

分
の
目
盛
り
は
、　
〓

一
伽
強
を
四
分
割
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
を
三
分
割
し
て

い
る
。
「
×
」
印
は
、　
こ
の
定
規
の
中
心
を
示
す
印
と
思
わ
れ
る
。
曲
尺
の
一

寸
を
基
準
と
し
た
定
規
で
あ
ろ
う
。

七
　
豊
臣
氏
大
坂
城
跡

（ｏ
ｓ
八
八
十
八
次
調
査
）

調
査
地
は
大
川
南
岸
の
上
佐
堀
通
に
面
し
た
南
側
で
、
豊
臣
氏
大
坂
城
惣
構

内
に
位
置
す
る
。
大
坂
城
築
城
以
前
の
調
査
地
の
旧
地
形
は
、
南
か
ら
北

へ
高

低
差
二
ｍ
程
で
緩
か
に
傾
斜
す
る
砂
堆
の
北
端
で
あ

っ
た
。
砂
堆
北
の
落
ち
込

み
を
、
あ
る
時
期
に
平
坦
に
整
地
し
て
い
る
。
出
土
木
簡
の
大
半
は
こ
の
落
込

み
埋
土
か
ら
出
土
し
た
。
ま
た
、
整
地
以
前
に
こ
の
落
込
み
の
傾
斜
面
に
は
、

上
端
幅
四
ｍ
、
下
端
幅

一
ｍ
、
深
さ

一
・
三
ｍ
ほ
ど
の
素
掘
り
の
南
北
溝
ｓ
Ｄ

一
二
が
あ
り
、
こ
の
溝
埋
土
か
ら
出
上
し
た
木
街
も
あ
る

（③
？
⑫
）。
ま
た
、

砂
堆
上
の
整
地
層
か
ら
も
⑬
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
を
含

む
整
地
層
上
面
に
は
南
北
五
間
、
東
西
五
間
以
上
の
東
西
棟
の
礎
石
建
物
が
存

在
し
、
大
坂
夏
の
陣
で
被
災
し
た
よ
う
で
、
厚
さ
二
〇

伽
前
後
の
焼
土
層
で
覆



わ
れ
て
い
た
。
落
込
み
内
の
整
地
層
か
ら
は
、
漆
器
椀
や
下
駄

・
櫛

。
箸

・
桶
、

石
製
の
五
輪
塔
笠
部
、
青
花

・
李
朝
白
磁
碗
、
志
野

・
瀬
戸

・
美
濃

・
備
前

・

丹
波

・
信
楽

・
唐
津
な
ど
の
陶
磁
器
が
伴
出
し
た
。

八
　
豊
臣
氏
大
坂
城
跡

（ｏ
ｓ
八
八
十
一
〓
二
次
調
査
）

調
査
地
は
上
町
台
地
の
北
端
に
位
置
し
、
大
川
に
む
か
っ
て
傾
斜
す
る
斜
面

の
先
端
に
立
地
す
る
。
北
に
は
土
佐
堀
通
が
横
切
り
、
そ
の
北
は
大
川
で
あ
る
。

南
に
は
丘
陵
の
末
端
に
築
か
れ
た
石
垣
が
続
く
。

調
査
地
は
豊
臣
氏
大
坂
城
の
惣
構
の
境
界
線
付
近
に
あ
た
る
。
惣
構
が
そ
の

北
限
を
大
川
と
す
る
か
、
こ
の
調
査
地
の
南
に
続
く
石
垣
と
す
る
か
は
未
だ
定

説
は
な
い
が
、
こ
こ
で
は
京
街
道
で
あ
る
土
佐
堀
通
を
城
内
に
は
含
め
な
い
と

す
る
考
え
を
と
っ
て
調
査
地
が
惣
構
の
外
に
位
置
す
る
と
判
断
し
て
お
く
。
ま

た
、
調
査
地
の
性
格
と
し
て
は
惣
構
外
に
位
置
す
る
こ
と
、
奥
行
き
が
短
い
こ

と
な
ど
か
ら
京
街
道
に
面
し
た
町
屋
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

木
簡
は
大
坂
夏
の
陣
で
焼
亡
し
た
地
表
面
を
形
成
す
る
整
地
層
よ
り
下
位
の

上
坑
内
か
ら
出
土
し
た
。
土
坑
の
規
模
は
、
狭
小
な
ト
レ
ン
チ
調
査
の
た
め
不

明
で
あ
る
。
共
伴
資
料
と
し
て
は
美
濃

・
瀬
戸
の
大
窯
編
年
の
Ⅲ
期
、
Ｖ
期
の

天
目
碗

。
灰
釉
皿
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
軟
質
施
釉
陶
器
、

明
の
瑠
璃
釉
碗

・
染
付
碗
な
ど
が
出
上
し
て
い
る
が
、
志
野
焼
や
唐
津
焼
は
出

上
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
を
も
っ
て
、
天
正

一
一
年

（
一
五
仝
３

ｉ
慶
長
初
年

に
属
す
る

一
括
資
料
と
考
え
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

一
　

〇
Ｓ
八
九
―
八
九
調
査

〔西
力
〕

ω
　
。
「
＜
□
ロ
セ
ロ
村
」

。
「
＜
助
左
衛
門
尉
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Φ契
〕巽
卜
ｏ串

一
一　
Ｎ
Ｗ
八
八
十

一
次
調
査

名

ｏ

り

こ

名

ｏ

り

ご

「
三
州

ｏ
吉
田
家
中
穂
積
喜
左
衛
阻
蹄
犯

ｏ
」

「
天
保
四
癸
巳
年
六
月
中
旬
　
穂
積
」

「
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

口
　
□

日
□
村

□

一
人
三
州
吉
田
村

打
　
　
　
　
ｏ

□
三
九
郎
め
ひ
代

天
保
四
年
巳
七
月

東
方
吉
日
　
　
　
」

Ｎ
伽
×

『
い
Ｘ

岸
∞
　

Φ
ω
μ

12)

∞
∞
∞
×

Φ
∞
Ｘ

μ
∞
　
〇
⇔
Ｐ

（
蔵
）
μ
∞
ｏ
×
∞
Φ
×
ω
　

Φ
ω
ド

14)

（
蔵
∪
μ
枷
∽
×
ド
∞
∞
×
Φ
　
Ｏ
⇔
Ｈ
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(1)四

・

同

日
一

嘉
清
」

。　
一茶
十
籠
」

Ｏ
Ｓ
八
九
―
九
〇
次
調
査

。
「
く
日

□
兵
衛
殿

伝
兵
衛
」

・
「
＜
七
郎
　
一生
ち
ま
な
す
じ
」

〓
「
＜
く
き
あ
き

つ
け
」

。
「
＜
↑
き
あ
さ

つ
け
」

。「＜郵皆レ痢□剛剛回□
［Ｈ
‐十日げ

（事
し

．「＜卿肝干―国一時　□回　　　　」

ｏ
Ｓ
八
八
十
一
二
一
次
調
査

。
「
＜
吉
口
日
回
わ
□
や
新
五
一殿

同
Ｈ
国
と
　
　
　
　
　
」

。
「
＜
□
□
□
升
回
二
　
　
　
　
」

(1)五

含
ミｅ
ｘ
金
ｅ
×
∞　
寓
ド

騨
ф
一
×

や
や
Ｘ

や
　
０
８

μ
『
ド
×
や
や
×
や
　
０
中
∞

一
や
卜
×

】
ヽ
Ｘ
ф
　

Ｏ
中
∝

い
卜
り
Ｘ
や
■
Ｘ
い
　

ｏ
∞
〕

．鮒
和
晰
日
」

・
同
回
五
郎
国
市
二
郎

」

「
ｏ
生
玉
大
明
神
ｏ
」

「
国口玉大明神騨

〕

Ｏ
Ｓ
八
九
―
四

〓
次
調
査

ｃ
ご

日

山

□

札
百
□
　
」

綴

力
〕

名

ｏ
天

や

」

□〔満
≧

（
Ｆ
ω
や
）
Ｘ
〕
い
×
卜
　
一
い
０

い
Ｎ
�
Ｘ
ド
⇔
い
×

ф
　
ｏ
⇔
い

誤
ｘ
（ヽ

ｅ
ｘ
ヽ

Ｏ
Ｐ

(1)六

【
や
Ｘ

ф
Ｎ
Ｘ

口
　

ｏ
６
騨

71



七
　
〇
Ｓ
八
八
十
八
次
調
査

北
部
落
込
み
埋
土

①
　
。
「
＜
口

□

・
「
＜
□
兵
衛

②
　
。
「
＜
久
兵
衛
」

。
「
＜
久
兵
衛
」

⑨
　
。
「
＜
日
――
□
」

・
ヱ

Ｈ

日
Ｅ

①
　
。
「
＜
柿
二
わ
□

・
「
＜
林
猪
□

⑤
ぞ
③
は
判
読
不
能

（図
版
参
照
）。

Ｓ
Ｄ
一
二

⑨

　

「
日
――
□

口
日
日
□

口

日
Ξ

⑩
　
。
「
＜
同
十‐
□

一
ッ
」

。
「
＜
口

回

　

　

」

（
μ
岸
∞
）
×
］
Φ
Ｘ
卜
　
〇
∞
Φ

ド
〇
¨
Ｘ

岸
∞
×

卜
ｈ

　

Φ
∞
∞

μ
μ
∞
×

μ
Φ

×

や

　

Φ
∞
∞

岸
〇
ド

Ｘ

］
〇
×

〇

　

〇
∞
や

（
ω
∞
）
×
］
卜
×
］
　
Φ
∞
Φ

ち

ド
ｘ

μ
ｏ
μ
×

い
　

Φ
盆

０
　
。
「
＜
す
崎
□

。
「
＜
ぶ
り
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ
溢
貿
卜
ｏ雷

⑫
　

一日

日
一
　

　

　

　

　

　

　

（辞

（）

Ｓ

露

中
央
部
整
地
層

⑬
　
・
Ｆ
」
め
入
口

回
　
　
」

。
「
四
郎
右
衛
門
日

□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ受
μ費
∞
冨

八
　
〇
Ｓ
八
八
十

一
一
三
次
調
査

〔後
己

ω
　
。
「
＜
越
□
屋
兵
衛
□
様
」

ｏ
「
＜
□
□
　
一死
作
　
　
」
　
　
　

　
　
　

　
　

ド〕貿
�貿
Φ
⇔鰯

今
回
報
告
し
た
木
簡

・
墨
書
木
製
品
の
出
土
地
は
大
坂
城
跡
の
各
地
に
わ
た

る
う
え
、
そ
の
年
代
も
豊
臣
氏
大
坂
城
期
か
ら
徳
川
氏
大
坂
城
期
の
も
の
ま
で

含
ん
で
い
る
。
そ
こ
で
、
今
回
報
告
し
た
木
筒
・墨
書
木
製
品
が
、
大
坂
城
跡
出

上
の
木
筒
の
な
か
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

近
年
の
大
坂
城
跡
の
調
査
で
は
、　
一
現
場
か
ら
狭
点
の
木
簡
が
出
土
す
る
例

が
増
え
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
木
簡
が
中
世
末
か
ら
近
世
に
か
け
て
多
く
利
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
豊
臣
氏
大
坂
城
期

（
一
五

八
三
ぞ
〓
全

五
年
）
の
木
簡
出
土
例
に
比
べ
て
、
徳
川
氏
大
坂
城
期
の
木
筒
の

出
土
例
は
少
い
。
こ
れ
は
、
発
掘
調
査
の
対
象
が
、
大
坂
夏
の
陣
全

六
一
五
年
）
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の
焼
土
層
か
ら
で
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
徳
川
氏

大
坂
城
期
の
木
簡
と
豊
臣
氏
大
坂
城
期
の
木
簡
と
の
差
異
と
い
っ
た
点
は
ま
だ

ま
だ
不
明
で
あ
る
。

今
回
報
告
し
た
木
簡
の
内
、
豊
臣
氏
大
坂
城
期
の
も
の
は
、
Ｏ
Ｓ
八
九
十
九

〇
次
の
三
点
、
Ｏ
Ｓ
八
八
十

一
二

一
次
の
一
点
、
Ｏ
Ｓ
八
九
十

一
九
次
の
ω
の

一
点
、
Ｏ
Ｓ
八
八
十
八
次
の
一
三
点
、
Ｏ
Ｓ
八
八
十

一
一
三
次
の
一
点
で
あ
る
。

Ｏ
Ｓ
八
八
十
八
次
の
⑨
⑫
を
除
く
す
べ
て
が
荷
札
木
簡
と
考
え
て
よ
い
ヽ
の
で

あ
る
。
荷
札
が
付
け
ら
れ
て
い
た
物
品
が
明
ら
か
な
も
の
は
少
い
が
、
「
こ
ち
ま

な
す
し
」
「く
き
あ
さ
つ
け
」
「柿
」
「
ぶ
り
」
Ｔ
⊆
め
」
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に

出
土
し
た
豊
臣
氏
大
坂
城
跡
の
木
簡
は
、
船
場
の
魚
市
場
の
木
筒
翁
本
衛
研
究
』

九
号
参
照
）、
惣
構
内
出
上
の
魚
名
の
木
簡

翁
木
簡
研
究
』
一
〇
号
参
照
）
を
除
け

ば
同

一
種
類
の
物
品
の
み
の
木
簡
が
出
土
す
る
例
は
な
く
、
種
々
の
物
品
に
付

け
ら
れ
た
荷
札
木
簡
が
少
量
出
土
す
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
今
回
報
告
し
た

例
は
、
い
ず
れ
も
大
坂
城
跡
で

一
般
的
な
木
筒
の
出
上
の
あ
り
方
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
木
筒
の
記
載
内
容
を
み
る
と
、
表
裏
に
ま
っ
た
く
同
じ
内
容
を
記
し

た
例

（ｏ
ｓ
八
九
十
九
〇
次
②
、
Ｏ
Ｓ
八
八
十
八
次
②
）
が
あ
る
。　
同
様
な
例
は
、

魚
市
場
木
筒

（『木
簡
研
究
』
九
号
。
一
〇
号
）
に
も
み
ら
れ
、　
一
つ
の
荷
物
に
複

数
の
木
簡
が
付
け
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

徳
川
氏
大
坂
城
期
の
木
衛

・
墨
書
木
製
品
は
Ｏ
Ｓ
八
九
十
八
九
次
、
Ｎ
Ｗ
八

八
十

一
次
、
Ｏ
Ｓ
八
九
十

一
九
次
②
③
、
Ｏ
Ｓ
八
九
―
四

一
次
で
出
上
し
た
。

Ｏ
Ｓ
八
九
―
四

一
次
出
上
の
木
簡
は
付
札
と
考
え
ら
れ
る
が
、
豊
臣
氏
大
坂
城

期
の
木
簡
に
は
ほ
と
ん
ど
例
を
み
な
い
形
態
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｗ
八
八
十

一

次
の
木
筒
等
は
屋
敷
の
性
格
が
判
明
し
て
い
る
場
所
で
の
出
上
で
あ
り
、
さ
ら

に
記
さ
れ
た
人
物
を
文
献
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
稀
な
例
で
あ
る
。
徳
川
氏

大
坂
城
期
の
木
簡
の
出
土
例
は
、
先
述
し
た
よ
う
な
条
件
か
ら
多
く
は
な
い
が
、

豊
臣
氏
大
坂
城
期
に
多
い
荷
札
木
筒
が
少
く
な
り
、
家
財
や
容
器
に
所
有
者
が

記
録
し
た
も
の
や
、
商
品
の
名
を
容
器
に
記
し
た
例
な
ど
が
多
く
な
る
よ
う
で

あ
る
。
数
少
い
資
料
の
た
め
今
後
の
資
料
の
増
加
を
ま
っ
て
検
討
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

釈
文
に
つ
い
て
は
大
阪
城
天
守
閣
の
渡
辺
武

。
内
田
九
州
男

・
北
川
央
の
各

氏
か
ら
御
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

森
　
毅

「江
戸
時
代
城
代
家
臣
屋
敷
出
上
の
墨
書
木
製
品
」
翁
葦
火
』
二
〇
号

働
大
阪
市
文
化
財
協
会
　
一
九
八
九
年
）

働
大
阪
市
文
化
財
協
会

『
難
波
官
跡

。
大
坂
城
跡
発
掘
調
査
中
間
報
告
』

（
一
九
八
九
年
）

鈴
木
秀
典

「『
生
玉
大
明
神
』
と
墨
書
さ
れ
た
木
箱
」
翁
葦
火
』
一一五
号

働
大

阪
市
文
化
財
協
会
　
一
九
九
〇
年
）

第
２７
回
埋
蔵
文
化
財
研
究
集
会
資
料

『
中
世
末
か
ら
近
世
の
ま
ち

。
む
ら
と

都
市
』
全

九
九
〇
年
）一一　孵攀韓柳子　　蝶文鰤球膊鞠作・器居．韓報黒嗣慶一｝
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